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書
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初
期
設
定
と
し
て
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る
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ま
た
編
集
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、
各
記
事
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ル
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各
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｟
目
次
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植
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	・交通費と健保値上り分は努力する　無理な首切りはやめさせる「回答の骨子」
	一、賃上げ
	二、二十五日就労
	三、適格基準をはずせ
	四、失業保険の待機短縮
	五、最賃制ができたら
	六、寒冷地手当
	七、労働者がいう失対の抜本的改革とは何か

	・戸畑市、当初予算に手当十五日分くむ　山形、市単独費で三月に一日就労増
	・総評　田中常務も激励
	・（写真）気狂じみた労働省、警官を動員　玄関にカンヌキ、ボロ車のバリケードで入場を妨害
	・三重就労闘争長期戦へ　実力就労の日当闘いとる　最大の動員に知事よろめく　松坂から五里を自転車百台で（三重県支部発、速達）
	・三月はやらぬと追込む　百五十名首切と闘う滋賀の仲間　市民から要求支持署名を一人で二百三十人も　滋賀大津分会の婦人
	・自らデモに突込み　児島市建設課長ケガしたと弾圧（岡山県支部）
	・近くに現場をかくとく（北海道夕張の清水沢分会）
	・首切り、強制紹介を何故やるか　参院社労委で山本委員（社）追及　炭労実力行使に入る二割減産の柔軟闘争　悪質監督を追放高知四百名で県交渉
	・官公労、二万人の国会陳情　自労も参加、代表に加わる
	・組合幹部にもの申す　とくに慎重に、とくに謙虚に指導者は改めて大衆のなかにはいり、大衆から学ぶ（自労富山より）
	・アブレ対策費を増額さす　教科書作業衣等の支給も　東京飯田橋分会の対区予算闘争

	じかたび　全日本自由労働組合（全日自労）中央機関紙　編集発行責任者　湯浅克孝　1958年３月２１日　第１７２号
	・４月２日　最低賃金制　統一行動デー　あくまで、全国一律で　総評　政府案とは対決　声明（要旨）　四者共闘会議意見まとまらず
	・最低賃金制とは　これまでの闘争の歴史
	・ごまかしの最低賃金政府案　業者間協定という名の最賃制
	・真の最低賃金は社会保障の基準　全産業一律最賃で国民の生活向上え　地域で土工の最賃を獲得
	・秋田就労闘争で勝利　全民主団体が参加　一日中、座込み交渉（能代分会）
	・三重全県で座り込み　労働者は補助金引上げでおどす
	・市長は約束を守れ　単費就労、石炭手当で座り込む（函館支部）
	・団交中途で市長退場　警官二百名で追出す（函館支部第二報）　函館バス（私鉄総連）デモで座りこみを激励　全員釈放、二名は起訴岡山県児島のデモ事件
	・失対に首切はない　蜷川京都知事言明
	・皆さんも春闘え全力を三重県支部が全国え訴え　総評百五十万援助に努力
	・七日間紹介拒否で　強制輪番紹介を撤回さす　宮崎延岡分会の闘い
	・日雇健保、大ずめえ
	・全国で六十六万日教組の勤務評定修身復活反対大会
	・総評百五十万援助に努力
	・手帳切替のときに首切り狙う（福岡県支部）

	じかたび　全日本自由労働組合（全日自労）中央機関紙　編集発行責任者　湯浅克孝　1958年４月１日　第１７３号
	・三重県当局ゆらぐ　収入は確保すると言明　「得体の知れぬ金」県支部は拒否　二十六日の指定アブレ日は就労
	・徹夜して交渉を継続　第二回実力就労も準備（三重より電話）　大牟田から八八三八円三重の仲間え支援カンパ
	・「現場も別にせよ」労働省単独費就労で三重え通達
	・総評、百二十万円を融資
	・がつちりと地域共闘で　福岡各地の座込みとデモ　地域共闘で弾圧と対抗拠点福岡分会　ついに警官がテント撤去。三千の抗議提灯デモ　二四日、知事交渉退去命令で十名負傷　各分会続いて座込み　炭労激励の提灯デモ大牟田分会九百名で
	・岩国分会、決起大会で二十五日就労を獲得
	・市と二十二時間交渉　名古屋　期末手当、水道料、バス割引など千二百人のデモで成果
	・北海道から大陳情　道当局、自民党も含めて
	・富山、三月就労は二十七日を獲得
	・「俺は足沢天皇だ」ドスを抜き交渉団をおどす　札幌職安労働課長
	・博覧会にのぼせて　徳島市長、自労を弾圧　開催非協力の圧力で自労、市職とも要求を達成
	・労働省もあきれる群馬の訓練現場　監督は校長、仲間は学生さん
	・解放運動犠牲者合葬会　青山墓地無名戦士の墓に自労からも二名合葬さる
	・「老人は生活保護に」新潟県会自民党本会議で発言（自労にいがたより）
	・二十六日就労確保と地下足袋住宅資金　市長から確約をとる（清水分会）
	・高知県下で大火　仲間の被災四十三名
	・全職安大会開かる

	じかたび　全日本自由労働組合（全日自労）中央機関紙　編集発行責任者　湯浅克孝　1958年４月１１日　第１７４号
	・苦しみやなやみをもちよって　４月１６～１８日東京芝浦会館　第四回全国婦人部会開かる
	スローガン
	一、婦人の賃金を上げ格差をなくせ！
	二、生活保護基準の引上げ男女差をなくせ！
	三、適格基準をはづし誰でも働かせろ！
	四、義務教育費の全額国庫負担を実施させよう！
	五、労働強化をはねかえし母体を守ろう！
	六、まず女同志で話し合い助け合おう！
	七、地域の婦人、働く婦人と手をつなごう！
	八、婦人の力で平和を守ろう！

	・組合費は組合を動かす油　闘いの弾丸
	・メーデースローガン
	一、一日五十円の値上
	二、一カ月廿五日働かせろ
	三、夏期七日年末十日の手当を予算化しろ
	四、日雇健保の差別をなくせ
	五、失業保険の待期期間をなくし最低二百円を支給せよ
	六、義務教育費の全額国庫負担、ＰＴＡ会費、給食費の免除、修学旅行費を支給せよ
	七、手当を生活保護費から差引くな
	八、男女の差別をなくし婦人の賃金を上げよ
	九、貧乏人のはいれる住宅をつくれ
	一〇、臨時労働者を本採用にしろ
	一一、一八才八千円の最低賃金法を闘い取ろう
	一二、総ての労働者の首切反対失業者に職と生活を保障しろ
	一三、軍備費を社会保障費にまわせ
	一四、原水爆実験反対、平和を守ろう

	・月間二十五日就労確保の闘いを更に前進させよう　三治失対部長しどろもどろの答弁　予算はある　だが失業者の増大をみこして枠温存の為のしわよせ
	・本部費納入一覧表　四月四日現在
	・春闘各地の闘い
	二十五日就労確保の闘いに起ち上った　埼玉大宮分会
	無期限座り込み　下関分会
	全県統一闘争に起ち上る岩手　二十一日就労輪番制実施一方的に通告
	労働大蔵両大臣に意見書提出を決議　群馬県商工労働委員会　岐阜県支部の闘い
	幹部の意志不統一狙い　組合分裂策す公安調査官　山形酒田分会
	教科書代かくとく　大分分会
	祭礼手当をかくとく　岐阜分会
	職安三名の首切りを通告　長野分会
	春闘の中で組合事務所を新築　東京支部飯田橋分会

	・おいらの仲間　植松委員長の巻
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	・時のことば　参議院の定数と再開
	・総選挙を勝利え　民主勢力の統一で政策変更を
	・国会解散に際し労働者階級の勝利を保証するために　全日本自由労働組合中央常任闘争委員会
	・婦人の要求を組合全体に　大きく成長した婦人の活動　第四回全国婦人部会議終る
	みんなの胸を打つた三重、新潟の訴え　しかし、婦人部の弱さも遠慮なく出てきた　もつと男の協力を　明らかになつた婦人部の任務

	・選挙綱領五原則　一九五六年十月　全日本自由労働組合第十回定期大会
	・手をかえた三重当局　就労と交換に既得権狙う
	・全国の皆さん有難とう勝利まで頑張りぬきます　全日自労三重県支部委員長　中西五州
	・市単一千万円で二十四日就労を確保（横須賀地区協）
	・始めて一本で参加　東京支部中央メーデーえ　記録映画を仲間で（飯田橋分会）
	・『俺達は囚人でない』ジープの現場点呼お断り（函館支部機関紙から）
	・じかたび紙代未納表（北海道・東北）
	・〝じかたび〟一七三号をもって発送停止　昭和三十年以前より未納　山形、山梨、東京荒川、池袋、宮崎小林、大分日田。昭和三十一年より未納　埼玉熊谷、東京五日市、立川、愛媛三島。昭和三十二年より未納　北海道芦別、紋別、宮城古川、東京江戸川、池袋民間、愛媛今治
	・選挙期間中の宣伝活動をどうやるか　公職選挙法の解説　全日自労では〝じかたび〟以外はない
	・おいらの仲間　和田副委員長の巻
	・第九回中央委員会　第一回社会保障研究集会の議事録について

	じかたび　全日本自由労働組合（全日自労）中央機関紙　編集発行責任者　湯浅克孝　1958年５月１０日　第１７６号
	・時のことば　国民年金制度
	・この盛り上りを総選挙え
	・第二十九回メーデー全国で四百六十万参加
	・中央メーデー　自労からは三千名　総選挙への結集を宣言
	・反動諸政策を粉砕　総選挙闘争を闘い抜く決議
	・メーデーに全員参加　手拭い、商品券を支給（北海道釧路支部）　浦和（埼玉）でも市長と交渉　メーデー費を獲得（南大阪岸和田分会）
	・メーデー雑感
	・総選挙にのぞむ各政党のやくそく　日本社会党、日本共産党、自由民主党
	・岸内閣は何をやったか　日雇がつけた勤務評定　『三悪追放（汚職、暴力、貧乏）の一枚看板は、三悪大歓迎の大ごまかし』
	・笑いの画廊　ラストヘビー（まつやま・ふみお）よろしおねがいしまァーす（園田一夫）旬間まんがテレビ
	・岸内閣は資本家の出店　貧乏追放はどこえやら　三十三年度予算の解説
	・各党へ公開質問状　社共両党から返事　自民党からは回答なし
	・職場で働く仲間に　選挙闘争の勝利をねがって
	・健保値上がり分は支給する　三治失対部長が回答
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	・夏季全国統一要求
	労働省　一日五十円の賃上げ　二十五日就労を認めよ　十八歳、八千円の最低賃金法を制定せよ　失業保険金を全員二百円支給し待期をちぢめよ　交通費を支給せよ　適格基準を撤廃せよ
	厚生省　手当を保護費から引くな　生活保護基準を引上げよ　日雇健保の給付金を市町村で立替払いせよ　保育料を上げるな
	自治庁　自治体の組む失対予算に干渉するな

	・６月２日全国一せい要求書提出　第九回中央委員会　強力な夏季闘争方針きまる
	・春闘経過報告をめぐつて質疑応答の問題点
	・各地のメーデー　大ダイコをもつて参加した愛知の仲間
	・じかたび紙代未納表（関東・北信越・東海）
	・おいらの仲間　内田書記長の巻
	・闘う炭労の仲間を勝たせよう！　全日自労１６万の激励とカンパを
	・炭労新聞　負けられない私たちの闘争！正しい要求に確信　全国の仲間達の先頭に立とう100日ストも辞さず
	・自労をはげます青行隊　炭労新夕張逃げる市長と押問答（神威支部通信員）
	・カンパをくれている仲間へ最後まで一緒にがんばろう　ストをやっている仲間から
	・長いストを闘えるのは　あなた方のおかげ　九州石崎広道（山野）
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